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図２　聚楽第の表面波探査による復元案と2023年度調査地位置図
（1：10,000）（京都市文化財保護課2023を一部改変）

図３　2023年度調査と堀状遺構位置関係図（1：2,500）
（京都市文化財保護課2023を一部改変）

図４　2023年度調査における
堀の畝状高まり（１：800）

図５　JR丹波口駅周辺の御土居堀
復元ライン（１：8,000）

図６　JR丹波口駅周辺調査からの
御土居復元模式図（１：400）

写真１　2023年度調査 １区堀（北から）

図１　安土・桃山時代の京都 （「安土・桃山時代」『平安京百景 京都市平安京創生館展示図録』を調整）
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図７　淀水垂大下津遺跡調査位置図（1：5,000）

写真２　淀水垂大下津遺跡９区堀状遺構（北西から） 写真３　淀水垂大下津遺跡９区堀状遺構断面（北から） 図８　淀水垂大下津遺跡堀状遺構図（室町時代後期から安土桃山時代、１：1,200）

資料２

安土桃山時代

室町時代後期
～安土桃山時代

これまでの調査区

現在調査実施範囲

旧河川・堀

今後の調査範囲

2004年測量の都市計画基本図を使用
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写真５　①「国土安穏
　（天）下太平　□正
八年　山口作」銘軒丸
瓦（文化財サービス
2026より転載）

０ ２ｍ

０ ２ｍ

写真４　①指月伏見城堀
（文化財サービス2026より転載）

写真６　②指月伏見城期礎石
（京都市文化材保護課2026より転載）

図11　伏見山（木幡山）伏見城中枢域レーザー測量図
（大阪歴史学会2022より転載）（１：15,000）

図12　2022年度検出石垣平面・立面図
（京都市文化財保護課2023より転載）（１：150）

図９　指月伏見城調査位置図（１：5,000）

図10　発掘調査と表面波探査から復元される指月伏見城範囲（京都市保護課2021を一部改変）
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2019 年度発掘調査 2022 年度立会調査

2022 年度発掘調査
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▼

堀　幅 　約 11ｍ 

和暦 西暦 京都（洛中） 伏見・淀 大坂城 豊臣氏関係

天正10年 1582 山崎城築城
本能寺の変・山崎の戦
い・清須会議

天正11年 1583 妙顕寺城普請 本丸普請 賤ケ岳の戦い
天正12年 1584 山崎城天守破却 小牧・長久手の戦い

天正13年 1585
紀州征伐・四国征伐・越
中征伐、秀吉関白任官

天正14年 1586 聚楽第普請 二の丸普請 豊臣氏を賜る

天正15年 1587
九州征伐、伴天連追放
令、北野大茶会

天正16年 1588
後陽成天皇聚
楽第行幸

秀長が淀古城普請 刀狩令、海賊停止令

天正17年 1589 天正地割実施 淀古城で茶々（淀殿）鶴松出産
天正18年 1590 小田原征伐・奥州仕置

天正19年 1591 御土居築造
秀長死去、鶴松死去、
千利休自害、秀次関白
任官

天正20年
（文禄元年）

1592
指月に隠居屋敷造営（伏見城１
期）

文禄の役

文禄２年 1593 秀頼誕生

文禄３年 1594
淀古城破却、指月伏見城普請
（伏見城２期）、伏見惣構堀普請

惣構堀普請

文禄４年 1595 聚楽第破却 秀次自害、秀保死去
文禄５年

（慶長元年）
1596

指月伏見城倒壊、伏見城再建
（伏見城３期）

慶長大地震

慶長２年 1597 京都新城築城 慶長の役

慶長３年 1598
普請、大名屋敷
造成

醍醐花見、秀吉死去

慶長４年 1599 堀普請
慶長５年 1600 伏見城落城 城普請 関ヶ原合戦
慶長６年 1601 二条城普請
慶長７年 1602 伏見城再建（伏見城４期）
慶長８年 1603 伏見城で将軍宣下（徳川家康）
慶長９年 1604
慶長10年 1605 伏見城で将軍宣下（徳川秀忠）
慶長11年 1606
慶長12年 1607
慶長13年 1608
慶長14年 1609
慶長15年 1610
慶長16年 1611
慶長17年 1612
慶長18年 1613
慶長19年 1614 大坂冬の陣
慶長20年

（元和元年）
1615 大坂夏の陣

元和２年 1616 家康死去
元和３年 1617
元和４年 1618
元和５年 1619 伏見城の廃城が決定
元和６年 1620
元和７年 1621
元和８年 1622
元和９年 1623 伏見城で将軍宣下（徳川家光）
元和10年 1624

聚楽第

大坂城

伏見城

二条城

京都新城

図13　京都新城跡調査位置図

図14　京都新城堀の埋没過程模式図

図15　秀吉の京坂での居城構築経過の概念図（中村2019より転載） 図16　秀吉の京坂での居城構築経過の概念図（中村2019第２部表２を元に作成）
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